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令和5年 第3回 定例会 委員会報告
議会運営委員会

総務文教常任委員会

8月28日（月）

9月7日（木）

厚生常任委員会 9月8日（金）

主な質疑・意見

福智町フットサルコート複合施設条例の制
定について反社会的勢力の排除に関する条

　　　項を盛り込まなくてよいのか。
反社会的勢力の排除に関する条項について
は規則で定める。
給食用食材費11,721千円は今年だけの補
正予算なのか。
昨今の物価上昇に伴う補正予算を計上して
いる。
保護者が負担する給食費は今後上がるのか、
このままなのか。
町長の政策もあるため、今後の検討課題と
する。

主な質疑・意見

ふるさと納税の増加等により一般会計補正
予算が90億円増額となり、各基金に積み立
てるようだが、今後この基金をどのように
使っていくのか。
将来的に町が管理する施設の改修や維持補
修に財源が必要となることから、このまま
基金を積み立てていく。
基金が増えすぎると国からの交付金が減る
という話を聞いたが本当か。
基金が増えることで地方交付税額に影響す
るという認識はない。ただし県から基金等
のバランスについて意見を聞かれることは
ある。

委　員
橋本 騰馬

委員長
橋本 騰馬

副委員長
石谷 光信

委　員
朝部 壽

委　員
木村 幸治

委　員
楠木 靜則

委　員
小松 繁信

委員長
矢野 博文

副委員長
堀江 政洋

委　員
髙津 鶴己

委　員
尾﨑さつき

委　員
田㟢みゆり

委　員
森野 和彦

委　員
原田 幸美

副委員長
髙津 鶴己

委員長
堀江 政洋

質疑

質疑

質疑

答弁

質疑

質疑

答弁

答弁

答弁

答弁

委　員
石谷 光信

委　員
浦田 大介
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令
和
5
年
第
3
回
定
例
会
委
員
会
報
告

産業建設常任委員会 9月11日（月）

決算特別委員会 9月13日（水）

主な質疑・意見
建設中の田川地区広域一般廃棄物処理施設
のパンフレットが9月の広報紙に同封され
ていたが、発行が遅かった。議員に対して
現場視察を行うべきではないのか。入札結
果等建設工事に関する情報公開が不十分で
はないか。執行部は議会に対してもう少し
丁寧な報告が必要と考える。
議会等への報告が不十分だと感じている。
本町議会議員からも要望が出ていると組合
長に伝える。
公共工事の請負業者は工事箇所の行政区長
へ事前に挨拶に行くべきではないのか。
社会通念上地元への事前の説明は必要と考
えているので、請負業者や工事発注部署へ
の周知徹底を図っていく。

令和4年度 決算概況

基金（普通会計）地方債（普通会計）

質疑

質疑

答弁

答弁

区　　　分 歳　　入 歳　　出 差　　額

一 般 会 計

住宅新築資金等貸付事業

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

町 立 診 療 所 事 業

田川郡町村公平委員会

250億5,637万円

7,241万円

27億3,970万円

3億1,096万円

3億2,709万円

333万円

236億4,884万円

6,978万円

26億958万円

3億986万円

3億9,501万円

40万円

14億753万円

263万円

1億3,012万円

110万円

▶6,792万円

293万円

180

190

200
（億）

令和
2年度末

207億
8,446万円 199億

9,025万円 189億
2,260万円

地方債残高 基金総計

令和
3年度末

令和
4年度末

180

190

200

210
（億）

令和
2年度末

188億
5,221万円

201億
3,105万円

217億
9,018万円

令和
3年度末

令和
4年度末

委員長
日比生洋一

副委員長
沼口 富生

委　員
皆川 高司

委　員
木戸 勝正

委　員
原田 幸美

委　員
浦田 大介
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4

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

と
輸
送
の
費
用

35
億
9
7
0
0
万
円

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
と

令
和
4
年
予
算
の
残
額

（
基
金
費
）

60
億
4
3
8
8
万
円

農
業
人
材
投
資
事
業
費

4
5
0
万
円

新
し
く
農
業
に
取
り
組
む

人
へ
の
支
援
。
一
人
1
5

0
万
円
で
3
人
分
。

グ
ル
メ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
費

2
2
5
3
万
円

一
冊
5
千
円
の
負
担
で
1

万
円
分
使
え
る
食
事
券
を

4
0
0
0
冊
準
備
し
ま
す
。

給
食
食
材
費

1
1
7
2
万
円

3
月
ま
で
の
食
材
費
値
上

げ
分
を
補
助
し
ま
す
。

請
願　「義

務
教
育
費
の
国
の
負

担
率
引
き
上
げ
を
求
め
る

請
願
」
を
国
へ
提
出
し
ま

す
。

●
広
報
委
員
会

　休
刊
と
な
っ
て
い
た
議

会
だ
よ
り
を
再
発
行
す
る

た
め
、
6
名
の
委
員
を
選

び
ま
し
た
。

●
議
員
定
数
削
減
委
員
会

　現
在
18
名
の
町
会
議
員

数
を
、
今
後
減
ら
す
べ
き

か
、
減
ら
す
な
ら
何
人
か
、

検
討
す
る
委
員
会
が
作
ら

れ
ま
し
た
。

令
和
5
年
9
月
6
日
〜
20
日
開
催

　令
和
4
年
度
決
算
・
補
正
予
算
4
件
・
フ
ッ
ト
サ

ル
コ
ー
ト
複
合
施
設
条
例
の
制
定
な
ど
14
件
の
議
案

に
つ
い
て
話
し
合
い
、
い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し
た
。

　一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
97
億
6
0
4
2
万
円
を

新
た
に
追
加
し
、
今
年
の
予
算
総
額
を
2
8
9
億

2
9
5
8
万
円
と
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
（
補
正
予
算
）そ

の
他
の
議
案

委
員
会
設
置

9
月
29
日
研
修
に
行
き
ま
し
た

　自分の願いが叶えら
れるように、役場など
に文書で願い出ること。

はてなメモ

請願とは

スケートボードやフットサルもできるよ！

9月議会報告9月議会報告

12月17日 オープン
いよいよ完成

　添田町議会広報広聴委員会を訪問し、
読みやすく分かりやすい議会だより作り
について、教えていただきました。楽し
く元気になる研修でした。

福智町もがんばるぞ～!
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5

フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
複
合
施
設
の
条
例

　
日
王
の
湯
の
向
か
い
側
に
あ

る
運
動
公
園
に
「
フ
ッ
ト
サ
ル

コ
ー
ト
」
３
面
と
、「
３
Ｘ
３
コ
ー

ト
」
２
面
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

場
が
で
き
ま
し
た
。
シ
ャ
ワ
ー

室
や
ト
イ
レ
、
更
衣
室
が
あ
り
、

休
憩
が
で
き
る
「
ク
ラ
ブ
ハ
ウ

ス
」
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
施
設

を
使
う
た
め
の
条
例
が
新
し
く

作
ら
れ
ま
し
た
。

　条例は地方公共団体が自主的
に定める、住民の権利義務等に
関する法規。国の法令に違反し
ない範囲で定められ、議会の議
決が必要となる。

はてなメモ

条例とは

　サッカーより小さなコートを
使い、3人から5人で行うミニ
サッカー。

はてなメモ

フットサルって何？

　3人制のバスケッ
トボールです。

はてなメモ

3×3って何？

あなたの意見を
お寄せください。
待ってます！



（令和5年第3回定例会）
一般質問
議員9人が町政を問う
一般質問は、町の行政全般にわたって、町長や教育長などに、
方針や説明を求めるものです。

議会だよりでは、質問と答弁を要約しています。
本議会での傍聴をお待ちしています。

※各議員が質問した事項の中から抜粋して掲載しています。

質問事項質問者 ページ

9ひとり暮らしの高齢者対策について
GIGAスクール構想及び総合学習について

10

議会を傍聴しませんか !!
本庁舎４階の傍聴席入り口で、住所、氏名等を受付票にご記入いただき、受付箱に投函のうえ議場
傍聴席にお入りください。詳細は、議会事務局までお問い合せください。（☎0947-22-7772）

12
福智町の農業政策、これからどうする？
子ども達に安全・農家に安心な学校給食を
ふく～るバス、どう利用する？

低所得の妊婦の経済負担軽減のため、初回の産科受診料の費用を
助成する導入について
選挙支援カード導入
観光案内所の設置について

旧三町公共施設について
情報公開について

ふく～るバスと福祉バスについて
市場草場地区の地域防災設備について

尾﨑さつき

木戸　勝正

14

15

13

11

朝部　　壽

8

ふれあい塾をささえる会への助成金について
道の駅の設置について
文化連盟PRのCD作成について
税・使用料等の徴収状況について
町職員採用試験受験資格について

髙津　鶴己

森野　和彦

矢野　博文

陳情書及び請願書について
学校給食の無償化について
金田義務教育学校の実態について

7原田　幸美

田㟢みゆり

一
般
質
問

　質
問
事
項
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木村　幸治

社会福祉協議会について問う（組織・給料規定など）

入札制度について
社会福祉事業について
児童生徒の不登校について

7
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一
般
質
問

　原
田

　幸
美 

議
員

陳
情
書
及
び
請
願
書
に

つ
い
て陳

情
書
及
び
請
願
書
が

多
く
提
出
さ
れ
て
い
る

が
、
回
答
率
は
ど
の
く
ら
い
あ

る
の
か
。町

長
令
和
４
年
度
は
実
績
で

１
３
５
件
、
回
答
し
た
も
の
は

１
１
２
件
。
回
答
率
は
83
％
と

な
る
。

補
助
事
業
を
活
用
し
て

順
次
進
め
て
い
く
と
言

わ
れ
た
が
、
順
次
と
は
ど
う
い

う
意
味
か
。
陳
情
・
請
願
に
対

し
て
は
書
面
で
対
応
し
て
ほ
し

い
。

町
長

補
助
事
業
に
し
よ
う
と

手
続
き
を
し
た
が
決
ま
ら
な
い

の
で
遅
れ
た
な
ど
、
事
情
を
丁

寧
に
説
明
に
説
明
す
べ
き
だ
っ

た
。ご
指
摘
は
受
け
止
め
ま
す
。

補
助
事
業
と
は
別
に
、

回
答
の
中
で
法
人
化
を

進
め
て
基
盤
整
備
を
行
い
、
そ

の
時
に
陳
情
に
対
応
す
る
と

言
っ
て
い
る
。
確
定
し
て
い
な

い
基
盤
整
備
に
便
乗
し
て
行
う

と
い
う
回
答
は
お
か
し
い
。

学
校
給
食
の
無
償
化
に

つ
い
て６

月
議
会
で
も
議
論
が

あ
っ
た
が
、
滞
納
額
が

合
併
前
か
ら
の
分
を
含
め
、
４

６
０
０
万
あ
る
と
聞
い
た
。
こ

れ
は
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

教
育
長

平
成
３
年
位
か
ら
、
現

在
も
支
払
を
続
け
て
い
る
方
が

お
ら
れ
る
。
公
平
性
の
視
点
か

ら
、
今
後
も
未
納
分
の
徴
収
は

続
け
る
。合

併
前
の
状
況
の
中
で

滞
納
が
あ
っ
た
と
思

う
。
私
は
給
食
無
償
化
に
は
反

対
し
な
い
が
、
滞
納
問
題
を
片

付
け
な
い
と
先
に
進
め
な
い
。

現
在
も
未
納
分
を
支
払
続
け
て

い
る
方
が
お
り
、
払
わ
な
い
人

と
不
公
平
が
生
ま
れ
て
い
る
た

め
、
安
易
な
不
能
欠
損
は
す
べ

き
で
は
な
い
と
考
え
る
。

教
育
長

今
後
、
督
促
や
自
宅
へ

の
訪
問
聴
取
、
悪
質
な
も
の
に

つ
い
て
は
裁
判
な
ど
で
取
り
立

て
を
進
め
る
と
い
う
こ
と
で
、

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

金
田
義
務
教
育
学
校
の

実
態
に
つ
い
て

金
田
義
務
教
育
学
校
の

小
学
校
の
部
で
、
授
業

中
に
生
徒
が
教
室
内
を
う
ろ
つ

き
、
授
業
の
妨
害
に
な
っ
て
い

る
と
聞
い
た
。
い
つ
頃
か
ら
な

の
か
、
今
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

教
育
長

４
月
か
ら
６
月
に
、
体

調
を
崩
す
教
員
が
複
数
出
て
、

一
部
ク
ラ
ス
の
荒
れ
た
状
態
が

確
認
さ
れ
た
。
教
育
委
員
会
も

学
校
に
出
向
き
指
導
し
た
。
現

在
は
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
て

い
る
。
今
後
も
見
守
る
。

問問

問 問

問

答答

答

答

原田　幸美 議員

意
見

答

▲要望により拡幅された道路
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一
般
質
問

　木
戸

　勝
正 

議
員

8

ふ
れ
あ
い
塾
を
さ
さ
え

る
会
へ
の
助
成
金
に
つ

い
て

町
の
助
成
金
は
現
在
１

１
２
団
体
に
交
付
し
て

い
る
が
、
ふ
れ
あ
い
塾
を
さ
さ

え
る
会
に
は
交
付
し
て
い
な

い
。
ふ
れ
あ
い
塾
の
梅
の
木
の

剪
定
、
草
刈
等
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
実
施
し
て
い
る
の
で
助
成

金
を
交
付
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

教
育
長

団
体
が
行
う
事
業
や
活

動
に
対
し
て
助
成
金
を
交
付
し

て
お
り
、
町
内
に
は
多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
あ
り
、
無

償
で
活
動
し
て
い
る
。
さ
さ
え

る
会
の
活
動
に
は
検
討
の
余
地

が
あ
る
が
、受
け
止
め
て
お
く
。

道
の
駅
の
設
置
に
つ
い
て

多
く
の
人
が
訪
れ
る
観

光
の
拠
点
と
な
る
道
の

駅
の
設
置
に
つ
い
て
関
係
者
で

協
議
し
て
早
急
に
実
施
に
向
け

て
の
対
応
を
お
願
い
す
る
。

町
長

道
の
駅
構
想
に
つ
い
て

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
を
来
年

２
月
末
に
完
了
予
定
。
多
方
面

の
意
見
を
聞
い
て
町
の
負
担
に

な
ら
な
い
最
良
の
方
法
で
、
つ

く
る
場
所
は
ど
こ
か
も
含
め
て

道
の
駅
構
想
を
説
明
さ
せ
て
い

た
だ
く
。

文
化
連
盟
P
R
の
C
D

作
成
に
つ
い
て

福
智
町
文
化
連
盟
の
活

動
活
性
化
の
た
め
に
作

成
し
た
歌
・
C
D
を
作
成
し
て

お
り
、
こ
の
C
D
の
P
R
を
町

に
お
願
い
し
た
い
。

教
育
長

こ
の
件
は
文
化
連
盟
の

組
織
の
中
で
検
討
し
、
方
向
性

を
出
す
べ
き
と
考
え
る
。

税
・
使
用
料
等
の
徴
収

状
況
に
つ
い
て

軽
自
動
車
税
、
国
民
健

康
保
険
税
、
住
宅
使
用

料
、
学
校
給
食
費
、
保
育
料
の

徴
収
率
を
尋
ね
る
。

税
務
住
民
課
長

軽
自
動
車
税
の
現
年
度

は
96
・
29
％
、
滞
納
繰
越
を
合

わ
せ
て
86
％
、
国
民
健
康
保
険

税
の
現
年
分
は
89
・
2
％
、
滞

納
繰
越
を
合
わ
せ
て
71
・
89
％
、

住
宅
使
用
料
、
学
校
給
食
費
、

保
育
料
に
つ
い
て
も
滞
納
率
は

減
っ
て
い
て
引
き
続
き
徴
収
を

徹
底
し
て
い
く
。

町
職
員
採
用
試
験
受
験

資
格
に
つ
い
て

町
職
員
採
用
試
験
受
験

資
格
を
問
う
。

町
長

18
歳
以
上
30
歳
ま
で
の

方
で
最
終
学
歴
の
条
件
は
特
に

な
い
。

問

問

問

問

答

答問答

答

答

木戸　勝正 議員
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一
般
質
問

　髙
津

　鶴
己 

議
員

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
対
策
に
つ
い
て

地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
等

で
見
守
り
活
動
を
行
っ

て
い
る
方
は
ど
れ
位
お
ら
れ
る

か
。

町
長

お
よ
そ
1
8
0
名
の
方

を
民
生
委
員
の
方
々
や
本
人
、

ま
た
家
族
か
ら
の
要
請
に
よ
り

見
守
り
活
動
の
対
象
と
し
て
い

る
。

身
内
・
縁
者
が
お
ら
れ

る
場
合
は
い
い
が
、
扶

養
義
務
者
・
相
続
権
者
が
お
ら

れ
な
い
場
合
、
特
別
縁
故
者
を

探
し
出
せ
な
い
場
合
に
、
認
知

症
が
進
み
ひ
と
り
で
生
活
を
継

続
す
る
の
が
困
難
だ
と
思
わ
れ

る
場
合
に
は
、
病
院
に
入
院
し

て
も
ら
う
、
介
護
施
設
に
入
所

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
だ

と
思
う
。町

長
隣
近
所
の
方
々
の
申
し

出
に
注
意
し
て
耳
を
傾
け
な
が

ら
確
認
を
す
る
こ
と
が
大
事
に

な
る
。

見
守
り
活
動
を
強
化

し
、
高
齢
者
の
ひ
と
り

暮
ら
し
で
認
知
が
進
み
1
人
で

生
活
し
て
い
く
の
が
困
難
と

な
っ
た
と
判
断
す
れ
ば
、
隣
近

所
及
び
本
人
の
安
全
安
心
の
た

め
に
も
入
院
な
り
入
所
な
り
を

早
目
に
実
施
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構

想
及
び
総
合
学
習
に
つ

い
て

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構

想
の
一
環
と
し
て
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
1
人
１
台
貸
与

し
て
2
年
半
が
経
過
。
持
ち
帰

り
学
習
も
実
施
し
て
い
る
と
い

う
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
に

な
い
家
庭
の
対
応
策
を
問
う
。

教
育
長

約
2
％
の
家
庭
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
機
器
が
な
い

の
で
、
接
続
機
器
の
貸
し
出
し

を
行
っ
て
お
り
、
接
続
す
る
費

用
は
家
庭
の
負
担
と
し
て
い

る
。

端
末
の
破
損
や
紛
失
は

な
い
の
か
。

教
育
長

不
具
合
が
生
じ
た
台
数

は
35
件
、
紛
失
は
全
く
な
し
。

小
学
校
の
授
業
時
間
、

年
間
1
0
1
5
時
間
の

う
ち
総
合
学
習
や
道
徳
の
時
間

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

教
育
長

総
合
学
習
に
70
時
間
、

道
徳
に
34
時
間
使
っ
て
い
る
。

総
合
学
習
は
地
域
の
特

色
が
出
せ
る
も
の
だ
。

生
き
抜
く
力
、
い
ろ
ん
な
力
を

養
成
す
る
た
め
に
も
、
総
合
学

習
の
充
実
を
お
願
い
し
た
い
。

問問

問

問問

答

答

髙津　鶴己 議員

意
見

答 答答意
見
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一
般
質
問

　森
野

　和
彦 

議
員

入
札
制
度
に
つ
い
て

最
低
価
格
事
前
公
表
に

つ
い
て
6
月
議
会
で
、

町
長
は
検
討
し
て
い
く
と
答
弁

さ
れ
た
が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ

た
か
。

町
長

事
前
公
表
に
つ
い
て
は

確
か
に
検
討
に
入
っ
た
が
、
国

土
交
通
省
は
ダ
ン
ピ
ン
グ
防
止

を
示
し
て
い
る
。
最
低
価
格
を

事
前
公
表
す
る
と
ほ
と
ん
ど
が

く
じ
引
き
に
な
る
と
想
定
さ
れ

る
。
今
物
価
高
騰
の
中
、
価
格

を
下
げ
る
こ
と
が
果
た
し
て
よ

い
の
か
、
あ
げ
る
こ
と
を
考
え

た
ほ
う
が
良
い
の
か
検
討
を
進

め
て
い
る
。

入
札
結
果
公
表
の
情
報

公
開
は
い
つ
頃
実
施
で

き
る
か
。町

長
入
札
結
果
の
ネ
ッ
ト
公

表
に
つ
い
て
は
、
10
月
1
日
か

ら
行
う
。

社
会
福
祉
事
業
に
つ

い
て

社
会
福
祉
協
議
会
と

社
会
福
祉
法
人
の
必

要
性
に
つ
い
て
町
長
の
見
解

を
求
め
る
。

町
長

社
会
福
祉
協
議
会
に
つ

い
て
は
、
町
民
の
福
祉
向
上
に

於
い
て
非
常
に
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
団
体
と
認
識
し
て

い
る
。
社
会
福
祉
法
人
に
つ
い

て
は
、
都
道
府
県
知
事
よ
り
認

可
を
受
け
た
団
体
で
あ
る
。
幼

児
か
ら
高
齢
者
の
方
々
ま
で

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
行
っ
て
い
る
団
体

と
認
識
し
て
い
る
。

社
会
福
祉
協
議
会
に

対
す
る
福
智
町
と
し

て
の
権
限
は
ど
こ
ま
で
あ
る

の
か
訪
ね
る
。

町
長

社
会
福
祉
協
議
会
に
は

町
と
し
て
、
助
成
金
、
委
託
金

を
出
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
監

査
が
必
要
で
あ
る
。
今
ま
で
報

告
の
み
で
終
わ
っ
て
い
る
部
分

が
あ
る
の
で
、
行
政
と
し
て
監

査
を
や
っ
て
い
か
な
い
と
い
け

な
い
と
考
え
て
い
る
。

児
童
生
徒
の
不
登
校

に
つ
い
て

長
期
欠
席
に
対
す
る

個
別
指
導
を
具
体
的

に
提
示
く
だ
さ
い
。

町
長

こ
の
件
に
関
し
て
は

教
育
長
よ
り
答
弁
さ
せ
る
。

教
育
長

コ
ロ
ナ
禍
以
降
こ
の

問
題
が
1
番
重
要
で
あ
る
。
個

別
指
導
に
つ
い
て
は
、
健
康
状

態
の
確
認
を
含
め
、
担
任
や
養

護
教
諭
な
ど
様
々
な
先
生
が
か

か
わ
り
連
絡
や
面
談
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問

問

問

答

答

問答問答

答答

森野　和彦 議員
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社
会
福
祉
協
議
会
に
つ

い
て
問
う
（
組
織
・
給

料
規
定
な
ど
）

は
じ
め
に
社
会
福
祉
協

議
会
の
理
事
と
評
議
員

の
各
メ
ン
バ
ー
、
ま
た
評
議
員

の
権
限
と
役
割
を
き
く
。

町
長

理
事
会
は
嶋
野
勝
会
長

含
め
全
12
名
で
、
評
議
員
は
全

16
名
で
あ
る
。

※
社
会
福
祉
協
議
会
↓（
社
協
）

高
齢
障
が
い
福
祉
課
長

社
会
福
祉
法
45
条
8

に
、
評
議
員
の
権
限
が
う
た
わ

れ
て
い
る
。
1
に
全
評
議
員
で

組
織
し
法
律
の
規
定
す
る
事
項

及
び
定
款
の
定
め
に
限
り
議
決

で
き
、
3
に
こ
の
法
律
規
定
に

よ
り
評
議
員
会
議
決
の
必
要
と

す
る
事
項
に
つ
い
て
、理
事
会
、

そ
の
他
評
議
会
以
外
の
機
関
が

決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
内
容

と
す
る
定
款
の
定
め
は
、
そ
の

効
力
を
有
し
な
い
、
と
い
う
部

分
に
社
会
福
祉
法
に
規
定
さ
れ

う
た
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
効
力
を
有
し
な

い
、
と
い
う
く
だ
り
か

ら
く
み
取
る
と
評
議
員
は
法
人

先
で
鑑
み
す
る
立
場
で
発
言
が

で
き
る
と
解
釈
さ
れ
、
こ
れ
に

間
違
い
な
い
か
。

町
長

議
員
の
お
っ
し
ゃ
る
通

り
で
あ
る
。

嶋
野
会
長
、
辻
村
理
事
、

局
長
3
人
と
面
談
時
、

評
議
員
と
理
事
会
間
で
の
話
合

い
は
な
い
と
し
、
理
事
会
傍
聴

は
不
可
、
日
程
案
内
も
こ
な
い

状
況
で
、
評
議
員
は
評
議
会
で

話
を
す
る
べ
き
と
の
見
解
だ
っ

た
。

町
長

評
議
員
会
は
社
協
運
営

組
織
全
体
の
議
論
が
で
き
る
。

そ
れ
な
ら
評
議
会
へ
苦

情
や
願
い
事
を
理
事
会

に
意
見
で
き
る
と
思
う
が
理
事

会
は
受
け
て
く
れ
な
い
。

町
長

評
議
会
は
理
事
会
協
議

に
一
線
を
画
し
て
い
る
一
方
、

評
議
す
る
任
務
の
立
場
で
意
見

は
言
え
る
と
感
じ
る
。

給
料
規
定
に
つ
い
て
社

協
と
町
職
の
給
料
格
差

が
あ
る
。
そ
こ
で
町
職
の
給
料

等
級
を
き
く
。

町
長

格
差
把
握
は
し
て
な

か
っ
た
。町
職
は
6
級
で
あ
る
。

町
職
は
定
年
退
職
後
2

階
級
下
が
り
、
向
こ
う

は
下
が
ら
ず
だ
。
給
料
を
会
長

が
決
め
た
の
な
ら
差
額
は
負
担

す
べ
き
で
基
本
は
町
職
規
定
に

準
ず
る
べ
き
だ
。
現
職
退
職
し

再
任
用
後
も
待
遇
変
わ
ら
ず
、

局
長
な
ど
人
材
不
在
が
原
因
な

の
か
、
町
側
に
約
2
0
0
人
適

職
人
材
が
い
る
中
、
こ
の
様
な

新
規
人
材
投
資
は
不
適
切
だ
。

な
ぜ
あ
な
た
方
が
監
視
で
き
な

か
っ
た
の
か
。

町
長

こ
れ
ま
で
の
議
員
ご
指

摘
部
分
、
把
握
し
て
い
な
か
っ

た
。
社
協
に
給
料
は
町
職
規
定

を
踏
襲
頂
く
こ
と
や
町
交
付
金

委
託
金
額
の
監
査
な
ど
も
含

め
、
お
金
の
使
い
方
の
監
査
を

十
分
に
進
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
。

問

問問

問

問問

答答

答

答

答答

答

矢野　博文 議員
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福
智
町
の
農
業
政
策
、

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
？

日
本
で
は
食
料
自
給
率

が
低
く
、
今
後
食
糧
確

保
が
難
し
く
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。
農
業
者
を
育
て
る
こ
と
が

必
要
だ
が
、
町
は
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

町
長

福
智
町
で
も
農
家
は
減

少
し
、
危
機
的
状
況
。
法
人
化

や
農
地
集
約
、
機
械
化
な
ど
で

参
入
者
を
増
や
し
地
産
地
消
を

進
め
た
い
。
現
在
、
新
規
就
農

者
の
支
援
し
て
い
る
が
、
今
後

も
継
続
し
た
い
。

赤
池
梨
を
ぜ
ひ
残
し
て

ほ
し
い
。

町
長

果
樹
を
育
て
る
、
外
部

か
ら
の
新
規
就
農
者
を
増
や
す

取
り
組
み
や
、
P
R
な
ど
を
行

い
た
い
。国

は
農
業
大
規
模
化
を

進
め
て
き
た
が
、
小
さ

な
農
業
を
応
援
し
、
農
業
を
安

定
さ
せ
た
い
。そ
の
た
め
に
は
、

国
が
減
ら
し
続
け
て
い
る
農
業

予
算
を
増
加
さ
せ
、
価
格
保
障

や
所
得
補
償
で
農
家
と
農
地
を

守
ら
せ
よ
う
。

子
ど
も
達
に
安
全
・
農
家

に
安
心
な
学
校
給
食
を

農
業
支
援
の
対
策
と
し

て
地
元
の
食
材
を
給
食

に
使
う
こ
と
で
、
子
ど
も
達
に

は
安
全
な
給
食
を
、
農
家
に
は

経
済
的
安
心
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。町

長
地
元
食
材
を
使
い
た
い

が
、
食
材
の
量
や
価
格
面
で
現

在
は
難
し
い
。
今
後
の
た
め
に

町
の
支
援
で
朝
倉
市
で
安
全
な

土
作
り
の
指
導
を
受
け
て
い
る

若
手
就
農
者
は
い
る
。

給
食
は
継
続
的
で
確

実
な
消
費
先
で
あ
り
、

農
家
の
メ
リ
ッ
ト
に
も
な
る
。

子
ど
も
に
と
っ
て
も
農
家
に

と
っ
て
も
安
心
安
全
な
農
業
農

業
活
性
化
と
学
校
給
食
を
進
め

て
ほ
し
い
。

ふ
く
〜
る
バ
ス
、
ど
う

利
用
す
る
？

現
在
の
ふ
く
〜
る
バ
ス

の
利
用
状
況
は
？

ま
ち
づ
く
り

総
合
政
策
課
長

5
台
の
バ
ス
で
運
行
、
利
用
者

は
増
え
て
い
る
。
今
後
は
停
留

所
数
を
増
や
し
、
利
用
し
や
す

く
す
る
。
車
い
す
が
使
え
る
バ

ス
や
自
宅
ま
で
の
送
迎
も
今
後

の
状
況
で
検
討
し
た
い
。

リ
ハ
ビ
リ
な
ど
で
頻
回

に
バ
ス
を
利
用
す
る
場

合
や
、
複
数
場
所
に
移
動
す
る

場
合
、
利
用
料
の
負
担
が
大
き

い
。
最
高
額
を
一
定
に
設
定
し

た
定
期
券
や
サ
ー
ビ
ス
券
を
つ

け
た
回
数
券
を
作
れ
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り

総
合
政
策
課
長

今
後
の
状
況
で
考
え
た
い
。

皆
さ
ん
の
声
を
生
か
し

て
、
使
い
や
す
い
バ
ス

に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問問

問

問

問

答

答

答

答 答

一
般
質
問

　田
㟢
み
ゆ
り 

議
員

田㟢みゆり 議員

意
見

意
見

意
見

▲ふく～るバス停留所

選
挙
支
援
カ
ー
ド
導
入

障
が
い
の
あ
る
人
が
選

挙
に
行
き
や
す
く
な
る

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
と
考

え
ら
れ
た
カ
ー
ド
で
事
前
に

カ
ー
ド
を
出
す
こ
と
で
必
要
な

支
援
が
明
確
に
な
り
投
票
の
お

手
伝
い
も
し
や
す
く
な
る
。
支

援
カ
ー
ド
の
発
行
を
検
討
い
た

だ
き
た
い
。

町
長

こ
の
カ
ー
ド
の
発
行
に

つ
い
て
は
選
挙
管
理
委
員
会
が

決
定
す
る
の
で
支
援
カ
ー
ド
を

使
う
こ
と
が
決
定
す
れ
ば
広
報

の
中
で
知
ら
せ
る
。
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だ
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一
般
質
問

　尾
﨑
さ
つ
き 

議
員

低
所
得
の
妊
婦
の
経
済

負
担
軽
減
の
た
め
、
初

回
の
産
科
受
診
料
の
費

用
を
助
成
す
る
導
入
に

つ
い
て7

月
24
日
の
西
日
本
新

聞
に
、
虐
待
を
防
ぐ
目

的
で
、
特
定
妊
婦
の
支
援
拠
点

と
し
て
相
談
事
業
に
取
り
組
む

だ
け
で
な
く
、
生
活
の
場
所
を

提
供
し
自
立
ま
で
サ
ポ
ー
ト
す

る
マ
マ
リ
ズ
ム
の
記
事
を
見
つ

け
た
。
施
設
を
訪
問
し
、
町
に

支
援
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
は

な
い
か
と
訪
ね
た
。
特
定
妊
婦

を
早
く
知
る
こ
と
で
支
援
も
早

く
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
低

所
得
の
妊
婦
の
経
済
負
担
軽
減

の
た
め
、
初
回
の
産
科
受
診
料

を
町
で
助
成
し
て
も
ら
い
た
い

と
の
こ
と
。
町
長
は
ど
の
よ
う

に
お
考
え
か
。

町
長

母
子
手
帳
交
付
時
に
、

10
万
8
4
7
0
円
に
相
当
す
る

14
回
分
の
補
助
券
を
配
布
し
て

い
る
。
そ
れ
と
経
済
的
支
援
と

し
て
出
産
準
備
金
と
し
て
5
万

円
、
産
後
の
子
育
て
応
援
に
5

万
円
を
支
給
し
て
い
る
。

初
回
の
診
療
は
1
万
円

か
か
る
。
5
千
円
分
は

国
が
支
援
、
あ
と
の
2
分
の
1

を
自
治
体
で
支
援
し
て
は
ど
う

か
。

町
長

今
後
検
討
し
て
い
き
た

い
。

観
光
案
内
所
の
設
置
に

つ
い
て町

長
は
今
後
ど
の
よ
う

な
視
点
で
福
智
町
の
観

光
を
目
指
す
の
か
。

町
長

今
後
は
地
域
の
ブ
ラ
ン

ド
化
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
促
進
を

積
極
的
に
進
め
、
ま
す
ま
す
魅

力
的
な
観
光
地
に
し
て
い
き
た

い
。

福
智
町
に
来
ら
れ
た
人

に
お
金
を
落
と
し
て
い

た
だ
く
、
そ
れ
が
一
番
の
目
的

で
は
な
い
か
。

町
長

そ
ば
の
店
舗
を
現
在

着
々
と
進
め
て
い
る
。

3
月
議
会
で
も
質
問
し

た
が
、
観
光
案
内
所
が

あ
る
と
、
よ
り
多
く
の
人
に
福

智
町
を
案
内
で
き
る
。
設
置
に

む
け
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

問

問 答答

答

尾﨑さつき 議員

問

問

問

答

答
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見
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一
般
質
問

　木
村

　幸
治 

議
員

ふ
く
〜
る
バ
ス
と
福
祉

バ
ス
に
つ
い
て

7
月
20
日
か
ら
9
月
末

ま
で
の
間
、
ふ
く
〜
る

バ
ス
実
証
運
行
の
た
め
福
祉
バ

ス
の
運
行
を
休
止
と
あ
る
が
、

今
後
福
祉
バ
ス
は
ど
う
な
る
の

か
。

町
長

今
現
在
休
止
し
て
い
る

福
祉
バ
ス
は
9
月
末
を
も
っ
て

廃
止
と
す
る
。

ふ
く
〜
る
バ
ス
の
実
証

実
験
の
状
況
を
尋
ね

る
。

町
長

利
用
者
数
が
毎
月
増

え
、
4
月
以
降
2
千
人
超
え
、

7
月
は
3
千
人
、
8
月
は
４
２

３
８
人
の
利
用
と
な
っ
て
い

る
。

有
料
化
に
な
れ
ば
営
業

ナ
ン
バ
ー
が
必
要
と
な

る
の
で
は
。
ま
た
幼
児
と
学
生

の
乗
車
は
可
能
な
の
か
。

町
長

10
月
よ
り
有
料
と
な

り
、運
賃
は
大
人
が
２
0
0
円
、

小
中
学
生
が
１
0
0
円
、
町
内

居
住
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
・

障
が
い
者
手
帳
保
有
者
は
１
0

0
円
、
未
就
学
児
は
無
料
。
子

ど
も
の
乗
車
に
つ
い
て
は
中
学

生
ま
で
は
保
護
者
同
伴
で
あ
れ

ば
乗
車
は
可
能
。

ま
ち
づ
く
り

総
合
政
策
課
長

道
路
運
送
法
第
78
条
の
市
町
村

運
営
有
償
運
送
と
い
う
も
の
を

公
共
交
通
会
議
の
中
で
地
域
の

交
通
事
業
者
や
乗
務
員
の
大
臣

認
定
講
習
等
を
受
け
た
と
い
う

条
件
を
満
た
せ
ば
白
ナ
ン
バ
ー

で
走
る
こ
と
が
で
き
る
。

市
場
草
場
地
区
の
地
域

防
災
設
備
に
つ
い
て

7
月
の
集
中
豪
雨
で

草
場
地
区
で
防
災
ポ

ン
プ
を
設
置
し
て
い
る
に
も
拘

ら
ず
冠
水
し
た
。
そ
の
経
緯
と

ポ
ン
プ
の
能
力
に
つ
い
て
お
伺

い
す
る
。町

長
令
和
3
年
度
国
土
交
通

省
が
新
型
の
ポ
ン
プ
設
備
設
置

に
関
す
る
公
募
が
あ
り
、
福
智

町
が
応
募
し
た
と
こ
ろ
採
用
さ

れ
た
。
排
出
量
は
毎
秒
1
t
で

あ
り
、
自
動
車
用
の
デ
ィ
ー
ゼ

ル
エ
ン
ジ
ン
を
使
用
。

内
水
氾
濫
を
起
こ
し

た
理
由
は
。

町
長

前
日
ま
で
の
降
水
に
よ

り
地
区
内
の
た
め
池
が
満
水
に

な
っ
て
い
た
た
め
、
降
っ
た
雨

が
草
場
地
区
の
ポ
ン
プ
場
に
流

れ
込
ん
で
き
た
。
ま
た
こ
の
ポ

ン
プ
に
不
具
合
が
重
な
っ
た
。

バ
ッ
テ
リ
ー
に
不
具
合
が
あ
っ

て
ポ
ン
プ
が
稼
働
せ
ず
、
道
路

と
農
地
の
一
部
が
冠
水
し
た
。

問問

問

問 問

答答

答

答

答 答

木村　幸治 議員

▲ふく～るバス
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旧
三
町
公
共
施
設
に
つ

い
て

方
城
第
38
区
（
東
ケ
丘
）

の
集
中
合
併
槽
の
設
置

年
月
日
は
何
時
頃
で
あ
っ
た

か
。

町
長

38
区
の
浄
化
槽
の
設
置

は
、
昭
和
57
年
で
今
現
在
40
年

を
経
過
し
て
い
る
。

40
年
経
過
し
た
中
で
、

毎
年
す
く
な
か
ら
ず
、

補
修
工
事
を
し
て
い
る
が
、
耐

用
年
数
が
50
年
と
す
る
な
ら
残

り
10
年
で
、
迎
え
る
訳
だ
が
、

現
状
の
ま
ま
で
大
丈
夫
な
の
か

伺
う
。

町
長

東
ヶ
丘
の
浄
化
槽
は
、

40
年
経
過
し
て
お
り
今
後
に
つ

い
て
は
、
基
金
を
活
か
し
扱
う

時
期
に
来
て
い
る
。

今
回
、
補
正
予
算
を
計

上
し
た
中
で
、
東
ヶ
丘

の
浄
化
槽
が
万
が
一
使
用
で
き

な
く
な
る
様
な
事
態
に
な
っ
た

場
合
、
現
在
の
基
金
で
大
丈
夫

な
の
か
伺
う
。

町
長

浄
化
槽
の
改
修
に
つ
い

て
は
、
見
積
等
を
含
め
判
断
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
1
億

2
0
0
0
万
円
の
基
金
を
活
用

し
工
事
に
充
て
る
考
え
で
あ

る
。

現
在
基
金
は
、
1
億

2
0
0
0
万
円
で
は

あ
る
が
も
う
少
し
積
上
げ
て
貰

え
れ
ば
、
当
住
民
も
安
心
し
て

生
活
が
出
来
る
事
と
思
う
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

情
報
公
開
に
つ
い
て

広
域
で
行
わ
れ
て
る
、

し
尿
処
理
の
稼
働
年
月

日
は
、
何
時
か
。

町
長

し
尿
処
理
の
稼
働
年
月

日
に
つ
い
て
は
、
令
和
3
年
の

4
月
よ
り
稼
働
し
て
い
る
。

し
尿
処
理
施
設
に
つ
い

て
、
福
智
町
か
ら
最
終

的
に
ど
の
位
の
負
担
金
を
出
資

し
た
の
か
。

町
長

ゴ
ミ
処
理
施
設
を
含
め

た
令
和
4
年
度
ま
で
の
負
担
金

は
、3
億
7
1
2
6
万
円
で
す
。

ゴ
ミ
処
理
施
設
は
、
現

在
建
設
中
で
令
和
6
年

度
末
の
完
成
予
定
と
な
っ
て
い

る
が
、
最
終
的
に
福
智
町
の
負

担
額
は
幾
ら
に
な
る
の
か
。

町
長

最
終
的
に
総
事
業
費
の

4
2
6
億
円
の
内
67
億
円
を
削

減
さ
れ
3
5
9
億
円
と
し
た
場

合
の
福
智
町
の
負
担
額
は
約
13

億
円
に
起
債
利
息
、
起
債
対
象

外
経
費
を
加
え
た
額
と
な
る
見

込
で
す
。令

和
7
年
度
か
ら
稼
働

と
考
え
る
が
、
ゴ
ミ
袋

等
の
価
格
は
、
現
在
の
ま
ま
な

の
か
、何
％
上
が
る
の
か
伺
う
。

町
長

ゴ
ミ
袋
等
は
今
現
在
の

袋
と
新
た
に
増
え
る
ゴ
ミ
袋
等

の
価
格
は
、
現
在
と
変
わ
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

問問

問

問問問

問

答答

答

答答答

答

朝部　 壽 議員

意
見

▲令和3年4月より稼働しているクリーンセンター
　（し尿処理）

▲令和7年4月から稼働予定のゴミ処理施設
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皆川 議長

福智町議会広報特別委員会
（議会だより担当）

木戸 副議長

会議風景

私たちの取り組みや進捗状況を透明に伝え、
町民の皆様とのコミュニケーションの架け橋と
なることを願っています。

住民の皆様の期待に応えられるよう
副議長として精一杯議員活動を頑張ります。

髙津　鶴己　　森野　和彦　　田㟢みゆり　　浦田　大介
尾﨑さつき　　朝部　　壽

公平・公正な情報
を発信します！

森野委員 皆さんが待っていた「議会だより」遅れま
したがようやくできました。今後はもっ
と早くできるようにしたいものです。

田㟢委員

浦田委員
みんなの幸せを
願い、全体主義
で頑張ります。

皆様の小さな声に耳を
傾け、どこまでも寄り
添って参ります。

尾﨑副委員長
議会だよりの復活「再始動!」
広報委員会及び事務局の協
力のもと暫くの間町民の皆
様にはご迷惑お掛けしまし
たが、新春号から発行です。

朝部委員長

遅まきながら議会
広報復活！福智町
議会の状況をお知
らせします。

髙津委員


